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I. 背景 

In-111、Co-60、Cs-134等のガンマ線を同時に 2本放出する核種（二光子放出核種）は、入射方

向を推定する機械式・電気式コリメータを組み込んだ２つのイメージャーを用いてそのガンマ線

を同時計測で捉えることにより、従来の PET や SPECT より原理的に高い信号対雑音比で線源位

置を特定することができる。この二光子放出核種に対する同時計測イメージング（DPECT）に向

けて、本研究では、2つのコンプトンイメージャーを組み合わせた DPECTシステムを開発し、そ

れぞれの光子に対してコンプトン散乱則に導かれる二つの円錐の重なる部分に線源位置を特定す

るイメージングを行った。このイメージングシステムは PETシステムと組み合わせることで、陽

電子放出核種と二光子放出核種の同時イメージングによる PET/DPECT ハイブリッドシステムの

実現が将来的に可能になると考える。 

II. 手法 

はじめに Geant4 モンテカルロシミュレーションにより原理検証を行った。検出器体系は、500 

µm厚のシリコン半導体の散乱体と 10 mm厚の CeBr3シンチレータの吸収体を 1モジュールとし

て、8モジュールを直径 6cmのリング状に配置した。In-111対象線源に対して、Back Projectionに

より画像再構成を実施した。 

III. 結果 

図１に検出イベント数 240 にお

ける１光子および２光子でのコン

プトンイメージング再構成図を示

す。空間分解能は 14.1 mmから 10.4 

mm、信号対雑音比は 3.78から 16.5

へと改善された。 

IV. 結論 

	 DPECT に向けた二光子コンプ

トンイメージングシステムの開発の初期段階として、Geant4 モンテカルロシミュレーションによ

り２光子コンプトンイメージング手法の有効性を示した。発表では２つのイメージャーを用いた

実機イメージング結果について報告する。 

図 1：1光子(青)および 2光子(赤)イメージングによる再構成図
および Y軸断面図 
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